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動脈硬化性疾患モデル動物に対するクロレラの作用 

第６２回日本栄養・食糧学会 (２００８) で発表 

 

 

〔研究目的〕 

我々は、これまでにクロレラのメタボリックシンドローム改善作用や抗炎症作用を報告してきました。こ

れらのことから、クロレラ飲用がメタボリックシンドロームの進行と炎症が組み合って発症する動脈硬化

性疾患にも有効であることが期待できます。そこで、動脈硬化性疾患モデルであるApoE欠損マウス注１）

と正常なマウスであるC57BL/6を用い、クロレラの有効性を検討しました。 

 

〔試験方法〕 

基本食AIN93Gをコントロール食、これに脂肪付加の高脂肪食、高脂肪食にクロレラを 5%含むクロレラ

食、高脂血症などの治療に使用されるシンバスタチンを高脂肪食に 0.2%含むスタチン食を与える 4 つの

グループを設け、それぞれ 12 週間 ApoE欠損マウスに与えました。正常マウスへはスタチン食以外の 3

グループを設けました。試験終了時に血清成分と内臓脂肪、肝臓重量及び胸部大動脈部から動脈硬化

性疾患に関連する遺伝子群のうちIL-6、MCP-1、MMP-1 の３種類を選択し、Real time RT-PCR法2)で測

定しました。また、胸部大動脈の組織をヘマトキシリン・エオシン染色し、顕微鏡で観察しました。 

 

〔結 果〕 

試験の結果、コントロール食群と比較し、高脂肪食群は体重、遊離脂肪酸（FFA）、LDLの増加が認め

られました。しかし、クロレラ食を与えたApoE欠損マウスではFFA、LDLの値がそれぞれ202.8 mEq/mL、

1017.8 mg/dLとなり、高脂肪食群の389.0 mEq/mL、1254.0 mg/dLと比較し増加抑制が認められました 

(Fig.1, 2) 。内臓脂肪及び肝臓重量はコントロール食群、スタチン食群とほぼ同等な結果が得られました。

また、クロレラ食を与えることにより疾患或いは正常マウスに関わらず胸部大動脈部のIL-6及びMCP-1

は、他の群と比較して高い値を示しました。MMP-1は正常なマウスにおいて若干の上昇が認められたも

のの、ApoE欠損マウスではコレステロール食群よりも低い値を示し、スタチン食群とほぼ同等でした。し

かし、胸部大動脈組織の顕微鏡観察からはApoE欠損マウスと正常なマウスに若干の違いは認められ

ましたが、試験食による差は認められませんでした。結果として、クロレラ投与によりFFA、LDLを含む総

コレステロール、内臓脂肪の増加抑制傾向と、動脈硬化性疾患の進行状態を示すMMP-1の発現低下

が認められ動脈硬化遅延作用が示唆されました (Fig.3) 。また、マウスに関わらず、IL-6及びMCP-1の

発現増大が認められたことから免疫細胞の一つであるマクロファージの誘導が高くなり、免疫が向上し

ている可能性も同時に示唆される結果となりました。 
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注１） ApoE欠損マウスとは 

血液中のコレステロールや脂肪酸などを肝臓に運ぶApoEというタンパク質を作り出すことができない

マウスです。そのため、コレステロールを多く含む餌を摂取すると血液中のコレステロールが高くなり、

結果として動脈硬化症を引き起こします。このことから、動脈硬化性疾患モデルとして試験に使われて

います。 

注２） Real time RT-PCR 法とは 

 遺伝子を増幅させる方法である PCR 法の反応を連続的に観測し、目的とする遺伝子の活性を定量化

する技術です。 
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